
遊びの中で決まるルール
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対象児：2歳児 ひまわり組
作成者：小城亜矢子

ねらい：簡単なルールを守って友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わう

〇振り返り〇
最近の子ども達のお気に入りはブランコ‼幼稚園のブランコは倉庫に片付けています。「ブランコしよ～」と友達を誘うと「よい
しょよいしょ」と数人でかごを運びます。なんと子ども達の間では運んだ人からブランコを楽しむというルールがあるのには驚き
です。保育者がブランコの柱の根元に線を引くと、その後ろに並んでみんなで「１～２～…」と10まで数えます。まだしていたい
と思ったら絵本『ノンタンぶらんこのせて』で見た「おまけのおまけのきしゃっぽっぽ～、ぽ～となったらかわりましょ♪」と続
ける子ども達です。まだブランコが止まっていない時にブランコ内に入ろうとする子がいると「あぶないよ」と声をかける姿もあ
ります。これらの姿はすぐに身についたわけではありません。必要に応じて「〇〇するんだよ」「こうしようか」といった保育者
の声かけや、保育者も一緒になってブランコ遊びをしたり順番に並んだりしてきたことで、遊びを楽しみながら自然と子ども達に
見られるようになったものです。友達と一緒に遊ぶ時には自分の思うようにならないことも多々あります。順番や交代があったり、
譲ったりすることを経験しながら、みんなが楽しく遊べるためのルールを保育者と一緒に決めたり、守りながら遊ぶことで、友達
と遊ぶことの楽しさを味わえていけたらと思います。（協同性・言葉による伝え合い・健康な心と体）
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